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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。

人権を尊重する町民のつどい人権を尊重する町民のつどい
　
12
月
４
日（
土
）〜
10

日（
金
）ま
で
は
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
・
高

揚
を
目
指
す「
人
権
週

間
」
で
す
。

　
当
町
で
は
、
12
月
５

日（
日
）
に
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
に
て
、
第
31
回

粕
屋
町
人
権
を
尊
重
す

る
町
民
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
仲
原
小
学
校

人
権
擁
護
委
員
に
岩
田
敏
之
さ
ん
が
再
任（
二
期
目
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
１
月
１
日
よ
り
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
動
い
た
だ
い
て

い
ま
す
岩
田
敏
之
さ
ん（
柚
須
区
）
の

再
任
が
決
ま
り
、
法
務
大
臣
よ
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
私
た
ち
の
人
権

に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　
主
な
活
動
は
、
福
岡
法
務
局（
常

設
）
や
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で

の
相
談
を
受
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

人
権
啓
発
に
つ
い
て
も「
人
権
の
花
」

運
動
や
街
頭
啓
発
、
講
演
な
ど
を
行

っ
て
あ
り
ま
す
。

　
当
町
で
は
年
６
回
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る「
特
設
人
権
相
談
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
問
題
、
差
別
の
問
題
な
ど

非
常
に
幅
広
い
相
談
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手

続
き
も
な
く
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

　
人
権
相
談
は
偶
数
月
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
か
す
や

裏
面
の
行
事
予
定
表
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
場
所

は
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
粕
屋
町
総
務
課
　

　
☎（
９
３
８
）
０
１
６
２
へ

牧
田 

裕
子 

体
育
指
導
委
員（
花
ヶ
浦
区
）
に
福
岡
県
体
育
指
導
委
員

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
12
月
12
日（
日
）、
久
留
米
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た「
福
岡
県
体
育
指
導
委
員
研
修
大
会
」に
お
い
て
、

牧
田
裕
子
さ
ん
が
体
育
指
導
委
員
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
牧
田
さ
ん
は
、
平
成
12
年
よ
り
現
在
ま
で
、
町
の
体
育

指
導
委
員
と
し
て『
町
民
１
人
に
１
ス
ポ
ー
ツ
』
を
目
標

に
町
民
の
体
力
づ
く
り
の
向
上
に
、
ま
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
発
展
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
福
岡
県
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第31回

の
６
年
生
に
よ
る「
受
け
継
ご
う
！

伝
え
よ
う
！
平
和
の
灯
を
」
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
は
、
総
合
学
習
や
道
徳

の
時
間
に「
平
和
」「
人
の
命
の
大
切

さ
」
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と

を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
も「
平
和
な

社
会
」
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド
・
歌
・
語

り
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
粕
屋
中
学
校
放
送
部
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
テ
ー
マ「
色
!!
い
ろ

い
ろ
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
作
品
は
、
色
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
、

力
に
注
目
し
て
番
組
制
作
し
た
も
の

で
す
。

　
粕
屋
中
学
校
放
送
部
は
、
毎
年
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
行
き
い
ろ
い

ろ
な
話
を
聞
い
て
制
作
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
県
大
会
で
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
部
門
と
も
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
人
権
と
あ
い
さ
つ
運
動

の
優
秀
作
品（
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・

作
文
）
の
表

彰
が
あ
り
、

人
権
作
文
３

作
品
・
あ
い

さ
つ
運
動
作

文
１
作
品
の

朗
読
が
あ
り

ま
し
た
。
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成人者を代表して謝辞を述べる
因七緒さん

　

１
月
９
日（
日
）、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、

粕
屋
中
央
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
青
木
団
長
以
下
町

内
の
消
防
団
員
１
２
５
名
と
14

台
の
消
防
自
動
車
が
集
ま
り
観

閲
を
受
け
た
後
、
整
然
と
し
た

分
列
行
進
や
勇
壮
な
操
法
演
習

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
地
域
住
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
り
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
崇
高
で
、
正
に

現
代
の
地
方
自
治
的
発
想
に
よ

り
組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
昨
今
、
団
員
の
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

本
来
の
目
的
達
成
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
の
確
保
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
初
式
で
の
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

　
　
　
　
　
　
（
15
年
以
上
表
彰
）

篠
原　

武
虎（
第
10
分
団
）

森
島　

和
彦（
第
13
分
団
）

　
　
　
　
　
　
（
10
年
以
上
表
彰
）

藤
本　

幸
士　
（
第
２
分
団
）

因　
　

日
出
登（
第
３
分
団
）

長　
　

正
邦　
（
第
４
分
団
）

杉
本　

圭
一
郎（
第
７
分
団
）

城　
　

健
二　
（
第
９
分
団
）

安
河
内　

友
弥（
第
11
分
団
）

掘　
　
　

誠　
（
第
11
分
団
）

宮
内　

一
貴　
（
第
12
分
団
）

多
和　
　

晃　
（
第
12
分
団
）

西
垣　

彰
博　
（
本
部
分
団
）

白
久　

喬
史
郎（
本
部
分
団
）

藤
木　
　

淳　
（
本
部
分
団
）

　

優
良
消
防
団
員
表
彰

田
代　

将
嗣　
（
第
１
分
団
）

八
尋　

裕
輝　
（
第
１
分
団
）

松
永　

徳
太
郎（
第
３
分
団
）

○
粕
屋
町
長
表
彰

田
口　

一
也　
（
第
２
分
団
）

長　
　

竜
治　
（
第
４
分
団
）

百
濟　

健
一
郎（
第
８
分
団
）

平
成
23
年
粕
屋
町
消
防
団
消
防
出
初
式
開
催

成人おめでとう
　１月９日（日）、「サンレイクかすや」で平成23年粕屋町成人式
が開催されました。
　今年は、393名の新成人が誕生し、式典には283名（男性158名・
女性124名）が参加しました。会場には、真新しいスーツや羽織袴、
色鮮やかな振袖姿の新成人が次々と集まり、なつかしい友達との再会に、会場は、明るい歓声であふれていました。
　式典では、篠﨑町長から「大人になったと言うことは、社会の一員としての権利と義務が与えられたと同時に、
豊かな教養と高い情操・強健なからだを持ち、自主的に行動できる高度な文化人・よき社会人としての責任を
自覚することです。これからますます知性と心身を磨き、優秀な若人として世界に飛び立ってください。」とお

祝いと激励のことばが贈られました。その後、新成人を代表して、
江辻区の因七緒さんが「これか
らの社会を担う世代として、ま
ず自分のできるところから、社
会に貢献すると同時に、一人一
人が自分で考え、責任ある行動
ができるよう成長していきま
す。」と謝辞を述べられました。
　参加した新成人たちは、式典
終了後も会場の内外でなつかし
い旧友と記念撮影をするなど笑
顔でいっぱいでした。
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あなたは老齢厚生年金を
　　いつから受けられますか
あなたは老齢厚生年金を
　　いつから受けられますか

昭和16年４月１日以前生まれの方
昭和21年４月１日以前生まれの方

昭和16年４月２日～昭和18年４月１日
昭和21年４月２日～昭和23年４月１日
昭和18年４月２日～昭和20年４月１日
昭和23年４月２日～昭和25年４月１日
昭和20年４月２日～昭和22年４月１日
昭和25年４月２日～昭和27年４月１日
昭和22年４月２日～昭和24年４月１日
昭和27年４月２日～昭和29年４月１日

昭和24年４月２日～昭和28年４月１日
昭和29年４月２日～昭和33年４月１日
昭和28年４月２日～昭和30年４月１日
昭和33年４月２日～昭和35年４月１日
昭和30年４月２日～昭和32年４月１日
昭和35年４月２日～昭和37年４月１日
昭和32年４月２日～昭和34年４月１日
昭和37年４月２日～昭和39年４月１日
昭和34年４月２日～昭和36年４月１日
昭和39年４月２日～昭和41年４月１日

昭和36年４月２日以降に生まれた方
昭和41年４月２日以降に生まれた方

老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金

　厚生年金又は共済組合の加入期間が、生年月日に応じ
て一定の期間以上あれば、老齢基礎年金の受給資格があ
ります。

昭和27年４月１日以前
昭和28年４月１日以前
昭和29年４月１日以前
昭和30年４月１日以前
昭和31年４月１日以前

20年（240月）
21年（252月）
22年（264月）
23年（276月）
24年（288月）

生　年　月　日 資 格 期 間

厚生年金又は共済組合の加入者
①昭和31年４月１日以前に生まれた方の特例

　男性は40歳、女性は35歳以降の厚生年金の加入期間
が、生年月日に応じて一定の期間以上あれば、老齢基礎年
金の受給資格があります。

昭和22年４月１日以前
昭和23年４月１日以前
昭和24年４月１日以前
昭和25年４月１日以前
昭和26年４月１日以前

15年（180月）
16年（192月）
17年（204月）
18年（216月）
19年（228月）

生　年　月　日 資 格 期 間

厚生年金に加入している中高齢者
②昭和26年４月１日以前に生まれた方の特例

　受給資格期間が25年に満たなくても、下表の生年月日の方は、厚生年金（共済組合）
単独で次の年数を満たせば、老齢基礎年金の受給資格を得られます。

生年月日による老齢基礎
年金の受給資格期間の特例

男性・女性とも生年月日によって段階的に支給開始年齢が異なります。60歳台前半の老齢厚生年金

老齢厚生年金を受け取るには、老齢基礎年金の受給資格期間
（原則25年以上）を満たしていることが条件となります。
老齢厚生年金には
①60歳台前半の老齢厚生年金（特別支給の老齢厚生年金又は報酬比例部分相当額）
②65歳からの本来の老齢厚生年金があります。
　老齢厚生年金は、加入期間と平均給与によって年金額が決まります。

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳
報酬比例部分報酬比例部分
定額部分定額部分

定額部分定額部分

定額部分定額部分

定額部分定額部分

定額部分定額部分
報酬比例部分報酬比例部分

報酬比例部分報酬比例部分

報酬比例部分報酬比例部分

報酬比例部分報酬比例部分

報酬比例部分報酬比例部分

報酬比例部分報酬比例部分

報酬比例部分報酬比例部分

報酬比例部分報酬比例部分

報酬比例部分報酬比例部分

男性
女性

男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性

男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性

男性
女性

問い合わせは　年金ダイヤル ☎0570（05）1165又は東福岡年金事務所 ☎（651）7129

60歳 65歳

報酬比例部分

特別支給の老齢厚生年金 将来の厚生年金

報酬比例部分（部分年金）

定額部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

●厚生年金に１年以上加入していることが条件となります。
　生年月日により、段階的に支給開始年齢が異なります。（下表参照）

●厚生年金の加入期間が１か月以上ある方
が、老齢基礎年金に上乗せで受けられます。
●65歳前に特別支給の老齢厚生年金を受け
ている場合は、報酬比例部分が老齢厚生年
金に切り替わり、定額部分が老齢基礎年金
に切り替わります。

定額部分の繰り下げ開始

報酬比例部分の繰り下げ開始
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こ

※電話番号を確認の上、お掛け
　ください。教室案内 軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります

かすやドームは 「かすやのまちの駅」 になっています。
休憩やトイレなどお気軽にご利用いただけます。

公園をウォ―キングやランニングなどで利用される方に
おススメです。

このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）又は、ホームページなどでご確認ください。

　　粕屋町総合体育館（かすやドーム）
　　　　　粕屋町駕与丁3-2-1

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome－sc.jp
　　　　　　　　　　 

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　　　土・日・祝日１０：００～１９：３０

営
業
時
間

　…休館日　その他は全て開館

…祝日　営業日（教室は休み）

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

4

11

18

25

3

10

17

24

★トレーニング室　新教室★★トレーニング室　新教室★

★子どもたちの運動をサポートします★★子どもたちの運動をサポートします★

★体育館教室紹介★★体育館教室紹介★

《日時》 毎週金曜　12：30～14：00（90分）
　　　 トレーニング室 ＆ 会議室にて実施
《対象》 30歳以上で運動(トレーニングﾞ)に興味のある方
《定員》 10名限定
《参加条件》
　　トレーニング室修了証カードをお持ちの方
　　(修了証カードをお持ちでない方は、初回トレーニング
　　講習会の受講が必要になります）
《料金》 4,000円／1クール(全4回)
　　　第2期：3／4，11，18，25(全4回)

２月のかすやドーム開館日

各クラスの曜日や時間など
教室詳細は館内チラシやWEBで

http://www.kasuyadome－sc.jp

★【初回のみの講習＋トレーニング体験】
　受講後、修了証カードを発行します
　 平日　 土・日・祝日
①11:00　11:00
②13:00　14:00
③15:00　17:00
④19:00
開始５分前までに体育館受付まで
体育館シューズ・ウェアが必要

トレーニング講習会

★施設利用料 (2時間）
・体育館（当日2時間）及び
 トレーニング室
　300円　一般
　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　400円　一般
　300円　高校生
　200円　小・中学生・65歳～
　100円　幼児（2歳以上で
　　　オムツがとれている子)

施設利用料
+200円

施設利用料

水泳帽が
必要

100円スポーツ 【100スポ】 17:00～18:00
◎100円でいつからでも参加できます
【２月は、以下のメニューで行います】

火…女子限定クラス（全学年）

水…全学年（男女）クラス

金…１年生限定クラス

※木曜日はお休みです

：バドミントン
：かけっこ　　 ＋ボール遊び
：かけっこ

料　　　金： 100円／1回
必要なもの：体育館シューズ・飲み物・タオルなど
※アリーナの都合で、実施できない場合があります。

自分磨き

『
お
す
す
め
情
報
』

お
知
ら
せ

かすやドームではコインロッカー、コインシャワー
完備の更衣室もあります。ぜひご利用ください。

現在第2期 
申込み受付中

あなたは、自分に合った運動(トレーニング)を
正しく行えていますか…。

みが

｝

※３月より毎週金曜日は、体験イベントとして
　平成２３年４月から新１年生になる子も
　１年生限定クラスに参加できます。
　料金：100円(1回)
※３月に子どもスポーツスペシャルイベントを
　現在、企画中　乞うご期待　

大好評

★プールアリーナ★★プールアリーナ★寒くても大丈夫

・施設利用料のみ　(一般:300円/65歳以上:150円)
　〇みんなでピンポン　　…水･木･金曜14:00～(90分)
　○みんなで軽スポーツ　…金曜12:20～(90分)
実施場所：ピンポン･･･アリーナ、軽スポーツ･･･軽体操室

＊ご利用の際、体育館シューズ・運動できる服装が必要です。
　アリーナ、軽体操室で実施できない場合があります。

  【温水プールなのでいつでも快適に泳げます】
遊泳コース・自由遊泳コース・歩行コースがあります。
またアクアビクスや水中ウォーキングなどの教室も開催中
です。お気軽にご参加ください。

＊ご利用の際、プールでは水着・水泳キャップが必要です。
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■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス　　2月7日(月)は休館日です。
　http：//www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

2月の催し物
開催日 会場催 事 名

13
日
(日)

19
日
(土)

20
日
(日)

26
日
(土)

11
日
(金)
・
(祝)

６
日
(日)

フロアコンサートは、２階ラウンジにて開催する
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

〜

４
日
(金)

※催し物は変更・追加及び中止することが
　あります。あらかじめご了承ください。

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

3月の催し物
開催日 会場催 事 名

5
日
(土)

12
日
(土)

6
日
(日)

13
日
(日)

27
日
(日)

2月26日(土)　さくらホール

サンレイク寄席

2月4･5･6日(金、土、日)　さくらホール
スタインウェイを弾こう

世界のプロが認める“スタインウェイ”を演奏してみませんか。
個人演奏に限らず、楽器を持ち込んでのアンサンブル練習にも
おすすめです。

使用料：町内 ￥1,000/1時間
　　　 町外 ￥1,500/1時間
　　　　　 　※(1人2時間まで)

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

　　　サンレイクかすや窓口にて受付中。
定員となりしだい、締切りとさせていただきます。

なかよしみんなの音楽会
午前の部 10：00～　午後の部 13：00～

ゆりの樹ミュージカル
開場  9：30　開演 10：00

なかよしみんなの音楽会
午前の部 10：00～　午後の部 13：00～

スタインウェイを弾こう

春風亭小朝　独演会
開場 16：30　開演 17：00

全席
指定

前売券　￥2,000
当日券　￥2,500

サンレイクかすや受付窓口にて発売中

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※前売券完売の場合は、当日券はございません。ご了承ください。

春風亭小朝　独演会

 サウスジャパンヨーヨーコンテスト
10：00～17：00
入場料：￥500

第23回 フリューゲル
ピアノコンチェルトフェスティバル

「夢コン」
開場 10：30　開演 11：00

舞台発表 11：00～

第５回
すこやか春の文化祭

作品展示 10：30～

Az Special Live
開演 17：00

第10回定期演奏会

開場  15：30　開演 16：00

3月 5日(土)　多目的ホール

Az Special Live

主催：NPO法人ヒア・アンド・ナウ
☎933-5823

開演 17：00
出演：Sax：Az　Guitar：奥田英理　Percussion：江頭修司

入場料(全席自由)￥1,000

～響音楽の夕べ～

さくらフェスティバル
開演 16：00

Aｚは、自らのスタイルをもって、まるで歌うようなサックスを奏で、
その音楽には魅力があふれています。ジャズ、ポップスなどの幅広い選曲で、
サックスの豊かな音色を存分にお楽しみください。

3月19日(土)　14：00～

フルートコンサート
＜出演＞天野  祐次ほか

3月26日(土)　14：00～

＜出演＞お筝　さくら会
お花見コンサート

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
中止することがあります。あらかじめご了承ください。

問い合わせ　博多中央幼稚園
☎681-3131

問い合わせ　吉塚ゆりの樹幼稚園
☎621-1055

問い合わせ　博多幼稚園
☎681-1107

問い合わせ　日本ヨーヨー連盟
☎080-5339-5674

問い合わせ　日本アーティストビューロー
☎06-6976-6681

問い合わせ　福岡健康友の会事務局
☎651-1522

問い合わせ　福岡響ウィンドオーケストラ
☎939-6111

問い合わせ　ナニフラスタジオ
☎090-5478-5153
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館内整理日

休 館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

２ が つ は、休館日です。

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

1

8

15

22

振替休館日

No.128

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html

問 い合わせ
HPアドレス
携帯版ＨＰアドレス

　粕屋フォーラム（町立図書館・歴史資料館）は、平成１２年４月のオープン以来たくさんの方々に親し
まれてきました。しかし、まだご利用になったことのない方、利用したいけれど、どうしたらよいかわ
からないという方のために、今月は図書館のご利用方法についてご案内いたします。

図書館のご利用について（お知らせ）図書館のご利用について（お知らせ）

ご利用は無料です！ご利用は無料です！

　ご利用になりたいご本人様がお越しください。ご住所が分かるもの（保険証、免許証、学生証、名札
など）を見せていただき、利用者カード申込書と一緒にカウンターへお持ちください。すぐにカードを
お作りします。（町外の方でも福岡都市圏にお住まいの方はご利用になれます。ご不明な点は図書館へ
お尋ねください）

利用者カードをつくるにはどうするの？

　例年、２月に特別整理期間の休館（蔵書点検）を設けておりましたが、今年は図書館システムの
入替え及び館内の改装のため、３月末に休館いたします。図書館をご利用の皆さまにはご不便を
おかけし申し訳ありませんが、職員一同、より使いやすく親しみやすい図書館作りを目指してま
いりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

休館のお知らせ休館のお知らせ

特別整理期間および図書館システムの入替え（休館期間）
３月１５日（火）～３月３１日（木）　４月１日（金）から通常通り開館いたします

※２月の休館日は、月曜日、祝日の翌日、最終木曜日のみです（他の月と同じです）

　粕屋町内にお住まいの方、町内にお勤めの方、
町内の学校に在学中の方は、
・図書、雑誌あわせて１０冊まで
・CD、DVD、ビデオなど視聴覚資料を３点まで
合わせて１３点まで貸出しいたします。
※町外にお住まいの方は図書、雑誌を５冊まで
　貸出しいたします。

何冊借りられるの？
・図書、雑誌は借りた日から２週間
・視聴覚資料は借りた日から１週間です。

どのくらいの期間、借りられるの？

　返却カウンターへお持ちください。なお、図書
館が閉まっている時は、正面の自動ドア横のブッ
クポストへ返却できます。（図書、雑誌のみ）

返す時はどうするの？

　現在、図書館の貸出しカードを新タイプのもの
に切替えております。前のカードと、ご住所の確
認できるものをご本人様がお持ちください。前の
カードと引換えになりますので、捨てずにお持ち
ください。引換えでない場合、カード代をいただ
きます。ご注意ください。

━図書館からのお知らせ━
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野外焼却は禁止されています野外焼却は禁止されています

飼い犬の狂犬病予防集団注射を
４月に実施予定です。
飼い犬の狂犬病予防集団注射を
４月に実施予定です。

　野外焼却は、大気汚染やダイオキシン類の発生原因となったり、煙や悪臭、灰による近所迷惑など生活
環境に大きな影響があります。
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律で、例外を除き禁止されており、法に定められた焼却設備を用いず
に焼却すると法律で罰せられます。
　地面に穴を掘っての焼却、ドラム缶焼却、ブロック積み焼却、無施設焼却などは野焼きと同じです。

次のような場合は、例外として野外焼却が認められています。
　・しめ縄、門松をたく「どんと焼き」など風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な焼却
　・農業、林業を営むためにやむを得ないものとして行われる「もみがら、わら、田畑などのあぜ草及び下
　　枝の焼却など
　・「落ち葉たき、たき火、キャンプファイヤー」など、日常生活を営む上で通常行われる焼却であって軽微
　　なもの

～野外焼却禁止の例外があります～

　例外として野外焼却が認められている場合でも、できるだけ最小限にして火災にならないように、また
近隣に迷惑をかけないようにしなければなりません。なお苦情が発生した場合は焼却をやめましょう。
　・前もってご近所に一声かけ、理解を得る。
　・燃やす量、時間帯、風向きなどに気をつける。
　・ビニール類、プラスチック類は絶対に燃やさない。
　・野外焼却以外の方法も考える。

・生後９１日以上の犬は、生涯一度の登録と年１回の狂犬病予防注射が必要です。
・登録済みで既に死亡している犬は、登録を抹消する必要がありますので、粕屋町環境生活課まで連絡して
　ください。
●連絡先　粕屋町環境生活課　☎９３８ー２３１１ 内線４９３・４９４

くらしの便利帳の内容変更のお知らせくらしの便利帳の内容変更のお知らせ
　くらしの便利帳2010年版59ページ「家庭用パソコンを処分したい時」内の申込事業者の名称に変更が
ありましたのでお知らせします。お手数ですが、くらしの便利帳2010年版の修正をお願いします。
　　変更前　「パソコン3Ｒ推進センター」・ＵＲＬ.http:www.pc3r.jp/uketsuke.html
　　変更後　「一般社団法人パソコン3Ｒ推進協会」・ＵＲＬ.http://www.pc3r.jp

～例外として野外焼却をする時は～

日程表は、広報かすや
３月号と４月号に掲載
します。
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三
団
体
合
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

２月の行事予定

　

11
月
28
日（
日
）、
か
す
や
ド
ー
ム

に
て
、
空
と
海
の
会
・
子
ど
も
会
育

成
会
連
絡
協
議
会
・
青
年
団
で
、
三

団
体
合
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
混
合
で
チ
ー
ム
を
作
り
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
は
じ

め
て
会
う
人
ば
か
り
で
、
は
じ
め
は

ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
チ
ー
ム
も
、
試
合

が
進
む
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
よ
く

な
り
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
一
緒

に
楽
し
む
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

問
題
研
究
集
会

　

問
題
研
究
集
会
で
は
、
青
年
団
の

学
年
ご
と
に
分
か
れ
話
し
合
い
を
し

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
、
課
題
に
対
し
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
か
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。
入
っ
た
ば
か
り
の
新
入
団
は
、

青
年
団
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を

知
り
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
中
間
の
年

代
は
、
皆
を
引
っ
張
っ
て
い
く
た
め

に
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
具
体

的
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
先
輩
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
、
今
自
分
た
ち
に
必
要
な
こ
と
や
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
青
年
団

活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
こ
う
い

っ
た
話
し
合
い
の
機
会
を
も
っ
と
取

り
入
れ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

人権を尊重する町民のつどい
12月5日(土) 13：30～ サンレイクかすや

　かすやの子どもたちのメッセージを聴き心温まる
思いでした。

議会傍聴
12月13日(月) 9：30～ 役場議場

　13日より始まった一般質問の傍聴に参加しました。

あいさつ運動
12月15日(水) 7：50～ 各小中学校

　寒い日が続きます。インフルエンザや風邪に負け
ないで頑張りましょう。

独り暮らし高齢者お弁当作り
12月16日(木) 8：30～ サンレイクかすや

　今回のお弁当作り
にケーブルステーシ
ョン福岡の取材を受
けました。ケーブル
テレビでお弁当作り
の様子がご覧いただ
けた方もいらっしゃ
ると思います。
　また、岡本生花店
より今年度もお花を
いただき毎回お弁当
に添えることができ
ました。有難うござ
いました。

女性のつどい
　10:00 ～ サンレイクかすや
あいさつ運動
　7:50～  各小中学校
独り暮らし高齢者お弁当作り
　8:30～ サンレイクかすや

2月  6日（日）

2月15日（火）

2月17日（木）

　町内にお住いの婦人であればど
なたでも歓迎します。個人で参加
できます。新たな婦人会の仲間作
りをしてみませんか。随時受け付
けています。お気軽にお尋ねくだ
さい、お待ちしています。
連絡先
　☎９３９－２０３９　森まで
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No.80

「平成22年度 第４回リーダー研修会」開催のお知らせ「平成22年度 第４回リーダー研修会」開催のお知らせ

子ども会のクリスマス会に「ＷＡＫＡＢＡ」が出張指導に行きました。子ども会のクリスマス会に「ＷＡＫＡＢＡ」が出張指導に行きました。

上大隈区子ども会

大隈区子ども会

長戸区子ども会

　粕屋町子ども会育成会連絡協議会では、「子どもの手による子ども会」を目指して、平成23年度
の子ども会のリーダー及び子ども会指導者を対象に、新年度へ向けてそれぞれの活動についての知
識・技術を学んでいただくことを目的に、下記のとおりリーダー研修会を開催いたします。
●期　　日　３月13日（日）
●研修会場　県立社会教育総合センター（篠栗町）
●集合場所・受付　研修会場　９時から
●参加対象者　１）平成23年度の子ども会リーダー（現小学４・５年生）
　　　　　　　２）平成23年度の育成会長・子ども会指導者代表など子ども会指導者
　　　　　　　※１）、２）とも各分館より２名以上の参加をお願いいたします。
●参加申込方法　各分館育成会長に申し込んでください。
※詳細については、２月17日（木）開催予定の育成会長会で研修会開催要項及び参加申込書を配布 
　いたします。

　子どもたちが楽しみにしている、分館子ども会のクリ
スマス会にジュニアリーダーズクラブ「ＷＡＫＡＢＡ」
のメンバーが出かけて行き、レクリエーションの指導を
行い、子どもたちとともにクリスマス会を楽しみました。
　今年度は、12月12日(日)に大隈、18日(土)に長戸、
23日(木・祝)に上大隈の３分館に招かれ、みんなで一生
懸命に活動し、クリスマス会を盛り上げることができま
した。上大隈区では餅つきを体験し、またレクリエーシ
ョンには老人クラブの方も参加されました。
　まだまだ未熟なところがありますが「ＷＡＫＡＢＡ」
の資質・技術の向上を図る上でも、今後の歓送迎会など
子ども会活動に「ＷＡＫＡＢＡ」に声をかけていただけ
ればと思っております。
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け
い
こ

部　

の　

紹　

介

金
丸
歌
謡
教
室

写
団
粕
屋

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.229

第
18
回
福
岡
１
ブ
ロ
ッ
ク

芸
術
文
化
の
つ
ど
い

　

昨
年
の
12
月
５
日（
日
）
須
恵
町
ア

ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
福
岡
１
ブ
ロ
ッ
ク

（
宗
像
市
、
福
津
市
、
古
賀
市
及
び

粕
屋
地
区
７
町
）
の
芸
文
の
つ
ど
い

が
多
数
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

粕
屋
町
か
ら
は
、
舞
踊
２
団
体
、

声
楽
４
団
体
の
計
６
団
体
が
参
加
し
、

ス
テ
ー
ジ
で
熱
演
し
ま
し
た
。
会
場

は
、
今
回
も
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
の
発
表
で
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

金
丸
粕
屋
教
室
は
、
金
丸
和
代
先

生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
、
会
員

一
同
楽
し
み
な
が
ら
歌
い
、
活
気
に

満
ち
た
ひ
と
と
き
で
す
。

　

年
数
回
の
発
表
会
や
交
流
会
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
か
ら
も

声
が
か
か
り
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
に
直
面
し
て
稽
古

に
熱
が
入
り
、
自
己
を
伸
ば
す
時
で

あ
り
、
親
睦
が
深
ま
る
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
歌
は
人
生
の
道
し
る
べ
」

●
講
師
紹
介

　

写
団
粕
屋   

講
師 

小
林
敏
夫
先
生

　

１
９
４
８
年
、
志
免
町
に
生
ま
れ

る
。
経
歴
は
、
二
科
展
・
県
美
術
展

に
入
選
。
個
展
を
開
催
し
た
実
績
も

あ
り
ま
す
。
糟
屋
地
区
美
術
展
で
は
、

写
真
部
門
の
審
査
員
と
し
て
活
躍
。

　

本
年
は
、
長
年
の
審
査
員
を
お
務

め
い
た
だ
い
た
そ
の
労
に
対
し
て
、

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
写
団
粕
屋
の
講
師
は
、
１
９
９

７
年
ご
ろ
よ
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
回
の
功
労
賞
の
受
賞

に
は
、
ほ
ん
と
う
に
嬉
し
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
賞
に
恥
じ

ぬ
よ
う
精
進
に
は
げ
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
写
真
へ
の
取
り
組
み
は
40
年

に
も
及
び
、
ま
た
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
処
理
と

変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
写
真
自
体

の
考
え
は
変
ら
ず
、
全
国
的
に
受
け

文化協会参加行事です。
●部、会員登録
　日時　2月22日（火）まで
　　　　午後１時～午後３時　事務所
●４月芸術祭の締切り　同上

●総会　　　　
　4月16日（土）
●芸術祭　　　
　4月23日（土）
　　～24日（日）

入
れ
ら
れ
る「
写
真
表
現
」
を
目
指
し

て
励
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
・

予
備
自
衛
官
補
募
集

●
募
集
種
目　

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

●
応
募
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日

現
在
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者

①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

②
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
課
程

を
２
年
以
上
修
め
修
士
の
学
位

を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
28
歳

未
満
の
者

③
大
学（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し

た
者（
平
成
24
年
３
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者

●
応
募
期
間　

２
月
１
日（
火
）〜
５

月
６
日（
金
）
締
切
日
必
着

●
試
験
日　

　

５
月
14
日（
土
）　

筆
記
試
験

　

５
月
15
日（
日
）　

筆
記
式
操
縦
適

性
検
査（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

●
募
集
種
目　

予
備
自
衛
幹
補

●
応
募
資
格

▽
一
般（
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
男

子
、
平
成
23
年
７
月
１
日
現
在
）

▽
技
術（
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
53
歳
〜
55
歳
未
満
、

平
成
23
年
７
月
１
日
現
在
）

●
応
募
期
間　

４
月
６
日（
水
）
締
切

日
必
着

●
試
験
日　

４
月
15
日（
金
）〜
18
日

（
月
）
の
う
ち
１
日
を
指
定
さ
れ
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部　

福

岡
募
集
案
内
所
☎（
６
０
７
）
４
８

　

２
６　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

歌
っ
て
、
語
り
合
い
、
思
い
っ
き

り
楽
し
い
教
室
で
す
。

　

教
室
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
講
師　

金
丸
和
代

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
練
習
日　

第
２
・
第
４
金
曜
日　

　

午
前
11
時
〜

●
問
い
合
わ
せ　

山
田
定
雄

　

☎（
６
２
１
）
７
７
１
４




